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About QVI

▪ 本社：米国 Rochester, NY

▪ 創業：１９４５年

▪ 従業員数：約４５０名（全世界）

▪ 測定機年間販売実績：約1500台

▪ 納入実績国数：７５ヶ国

▪ 測定機５ブランド＋３Dスキャナー＋解析ソフトウェア合計７つのブランド
（事業部） を持つ企業グループ。

▪ 事業拠点：米国、ドイツ、シンガポール、中国、日本、インド

▪ 非接触およびマルチセンサー測定機マーケットシェア：約２０％2



「デジタルものづくり」の用語

▪ Model Based Enterprise （モデルベース製品設計）

▪ Product Life-cycle Management （製品ライフサイクル管理）

▪ Digital technical Product documentation （デジタル製品技術ドキュメント : JIS B 0060）

▪ Model Based Definition / Development （モデルベース定義/開発）

▪ Product and manufacturing information （製品製造情報）

▪ Quality Information Framework （品質保証情報フレームワーク）ＭＢＤ仕様を検査の実務まで拡張3

Smart Manufacturing / Industry 4.0

MBE/PLM/DTPD

MBD/3DA

PMI

幾何公差/金型条件

[QIF]
1.QIF MBD
2.QIF Plans



QIF (Quality Information Framework) 規格
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QIF規格は、３次元CADモデルベースで、
品質保証（測定）のために必要な情報を イ
ンターネットのデータ交換技術として普及
している[XML] 方式で定義するファイル形
式（MBD規格）であり、米国の「DMSC」
により作成され、「ANSI」から発行されて
いる。

デジタルものづくりの設計～製造～検査ま
でをセマンティックに繋げる実運用に適用
できる有力候補である。

現在、ISO TC184 にて QIF 3.0 を審議中。

DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



ANSI / DMSC について
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▪ 米国「ANSI」により発行された規格は、世界的な業界標準として使用される事が多い。
例：IGES（３次元ＣＡＤ中間ファイル, 幾何公差 (ASME GD&T), DMIS, etc.

▪ 「DMSC」Digital Metrology Standards Consortium (旧：Dimensional …)
1983年に発足された非営利団体で、接触式３次元測定機CMMの標準プログラムである
「DMIS」規格の作成及びメンテナンスと、先に紹介した「QIF」規格を開発している。

▪ 下記の法人がDMSCメンバーとして参加している。

DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



DMSC 役員メンバー

6 DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



「QIF」規格の概要
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▪ 実運用の流れとして、３次元CADシステ
ムにて、ネイティブCADモデルをQIF形式
ファイルとして、規格値サーフェイスと
公差（PMI）情報を書き出す。

▪ 各項目（形体）データには、CAD上には
存在しない品質保証（検査）のための情報
を追加する。
「重要度」「形状目的」「測定機」など。

▪ 品質保証（検査）業務に必要な「プラン」
「リソース」「ルール」「CMMパス」を
定義し、測定を実施した「結果」「統計」
も同じ１つのファイルに格納できる。

▪ QIF ライブラリー：

• Normative XML スキーマ ファイル

• Normative XSLT チェック ファイル

• Normative PDF ドキュメント

• Informative サンプル 事例 ファイル

• Informative HTML ドキュメント

• 補足のオープンソースアプリケーション

最強のセマンテック仕様

測定方法など

使用する測定機など
詳細情報

サーフェイスに
対する点群密度

など

CMM
プローブパス

MBDと関連を持った
公差評価結果と
測定点群データ

統計解析データ

DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



QIF規格「品質情報ワークフロー」

8 DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



QIF 規格「測定のための形体定義」
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基準（座標系）

特性ＩＤ

「平面」形状

「円筒」形状

「平行平面」形状

直径

幅

位置

直角度

平面度

データム「Ａ」

形体種類

DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



QIFバージョン履歴 .1
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• Ver. 1.0 : 2013（当初は測定データの管理がメインでMBDを考慮していなかった）
検査表の標準仕様（AS9102 FAI: First Article Inspection）

３次元測定機のプログラム仕様（DMIS）
測定結果の中間フォーマット
主要な幾何公差 (Y14.5)

セマンティックな測定項目番号（Balloon number)

２つのXMLパート: 「結果」「プラン」（共有ライブラリー）
アスペクト：「定義」「規格値」「インスタンス」「実測値」

▪ Ver. 2.0 : 2014（このバージョンからMBDが採用される）
適用範囲の拡張「MBD」「ルール」「統計」「測定リソース」
ユニークなIDによる管理「QPID」（ドキュメント/形体/プラン/結果）
幾何公差 (Y14.5)の強化とISO幾何公差（GPS）のサポート

誘導的な製品定義(BREP + facet)を含めて１つのファイルで
アスペクト：「定義」「規格値」「項目」「実測値」「デフォルト公差」

▪ Ver. 2.1 : 2016（より実践的な量産での運用のための仕様拡張）
ID管理の仕様変更「QPID/UUID」<QPId>6558F196-D952-4b80-8054-0A0756D60526</QPId>

外部文書への参照など、積み上げ的な仕様へ拡張
デジタル署名やバリデーション（有効化）
長期間保管と検索（LOTAR）
ISO幾何公差（GPS）の強化とフィルタリングの追加

DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



QIFバージョン履歴 .2
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• Ver. 3.0 : 2018
ID管理の仕様変更（QIF外部との連携のため形体や特性情報などを「UUID」へ）
セマンティックなデータ容器
測定プランを「ルール」に追加
統計トレーサビリティの改良
生データの格納
規格、ソフトウェア、アルゴリズムの定義
メイン規格と関連規格

ISO幾何公差（GPS）シンボルを徹底的に追加
(ISO-1101:2017 , ISO/DIS-5459:2017 [DF] [><] [G])

用語の変更（ISO化へ向けて）
「実測値」“Actual” -> “Measurement”

「公差記入枠」 “Feature control frame” -> “feature control ” or “ tolerance  frame ”
アスペクト：「定義」「規格値」「項目」「実測値」

DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



JIS B 0684-1：2019 「GPS 平面度」

3.3.1.2 最小二乗基準平面

注記 最小二乗基準要素であることを示すために，略号 LS を用いる。また，最小二乗基準に
おけるパラメータ値であることを示すための略号として，接頭語 G（Gaussian）を用いる。
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非接触ＣＭＭコンソーシアム総会での話題から



QIF対応ソフトウェアの実例1：ネイティブCADから書き出し
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PTC Creo 3 / 4 : MBDVidia add-ins

SolidWorks 2018 / 2019 : FormatWorks

NX12 : MBDVidia add-ins



QIF対応ソフトの実例２：測定情報をエディターで追加
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MBDVidia (Standalone)



QIF対応ソフトの実例３：CMMパスの自動生成
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Origin CheckMate (SolidWorks)

QVI ZONE3



QIF対応ソフトの実例４：幾何公差評価ソフトウェア
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KOTEM Evolve SmartProfile



IMTS-2016 : QIF デモ .1

17 DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



IMTS-2016 : QIF デモ .2 

18 DMSCおよびCapvidia社の資料より引用



KOTEM EvolveDesign / SmartProfile ver.6 新機能 :

３D (MBD)モデルにJEITA普通幾何公差

ET-5102 を効率的に適用する



JEITA 三次元CAD情報標準化専門委員会

2018 秋季セミナー 公開資料からの引用
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KOTEM EvolveDesign の紹介
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幾何公差の検証と編集
仮想点群生成と評価

公差の積算距離



SmartProfile : PMI付き 3D モデル(QIF)の読み込み
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SmartProfile : プロジェクトに JEITA ET-5102 規格を追加
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SmartProfile : リボンにJEITAロゴとメニューが追加表示
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SmartProfile : JEITA 普通幾何公差の適用（等級の選択）
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SmartProfile : JEITA 普通幾何公差を適用したモデル例
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SmartProfile : JEITA 普通幾何公差の測定結果表示（全般）
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SmartProfile : JEITA 普通幾何公差の測定結果表示例（詳細）
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KOTEM EvolveManufacturing & SPC
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MBE Summit 2019
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MBEは、MBDを拡張し、製品のアイデアから、
納品後のメンテナンス履歴まで一元化する仕様。

今回のMBEサミット参加者の約３０％が米国
国防総省 (DoD)の技術者であった。

MBE Summit 2019 配布資料より引用



MBE Summit 2019
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Rolls-Royce や GE Digital が、 QIF
やMTConnect規格を使用した

活用コンセプトなども報告された。

修理等のメンテナンスを重要視した

テーマが多かった。

MBE Summit 2019 配布資料より引用


